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1. 要約
この資料は、ストップモードを用いたパワーコントロールのプログラムについて示します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は次のマイコン、条件での利用に適用されます。

•マイコン ：R8C/25グループ

•発振周波数 ：20MHz

R8C/25グループと同様のSFR（周辺機能レジスタ）を持つ他のR8C/Tinyシリーズでも本プログラムを使
用することができます。ただし、一部の機能を機能追加等で変更している場合がありますのでマニュアル
で確認してください。このアプリケーションノート使用に際しては十分な評価を行ってください。
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3. 応用例の説明
パワーコントロールの仕様は次のとおりです。

(1) キー入力によってパワーコントロールのモードを切り替えます。また、モードによって表示を変更
します。キー入力には次の端子を使用します。

S2 ：“L”アクティブ、P1_7
S3 ：“L”アクティブ、P4_5/INT0

(2) リセット解除後、プログラムで高速クロックモード（分周なしモード）へ移行します。
(3) 高速クロックモード（分周なしモード）中にS2が押されると、プログラムでストップモード (mode

= 1)へ移行します。S2は10ms間隔で3回連続“L”レベルの場合、押されたと判定します。10msの
測定にはタイマRAを使用します。

(4) ストップモード中にS3が押されると、INT0割り込みによって標準動作モード (mode = 0)に復帰しま
す。ストップモードからの復帰後は高速クロックモード（8分周モード）になりますので、プログ
ラムで高速クロックモード（分周なしモード）へ移行します。

なお、本サンプルプログラムでは、SFRのビット配置の都合上、使用しない機能のビットを操作してい
る場合があります。これらの設定値はユーザシステムでの使用状況に合わせて設定してください。

図 3.1 モードの遷移

S3押下
（INT0 ）割り込みで移行 

S2押下
（ ） プログラムで移行 

標準動作モード

プログラムで移行

リセット
低速オンチップオシレータ

（ ） 8分周モード 

高速クロックモード
（ ） 8分周モード 

高速クロックモード
（ ） 分周なしモード 

プログラムで移行

ストップモード



R8C/25グループ パワーコントロール

RJJ05B1147-0102 Rev.1.02 Page 3 of 14
2010.11.30

3.1 使用端子

図 3.1 キー入力

3.2 使用メモリ

使用メモリサイズは Cコンパイラのバージョンやコンパイルオプションによって異なります。上記は
次の条件の場合です。

• Cコンパイラ：M16C/60,30,20,10,Tiny,R8C/Tiny Series Compiler V.5.40 Release 00

•コンパイルオプション：-c -finfo（注） -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C
注：R8C/Tiny専用無償版では使用できません。

表 3.1 使用端子と機能

端子名 入出力 機能

P1_7 入力 S2入力

P4_5/INT0 入力 S3入力

表 3.2 使用メモリ

使用メモリ サイズ 備考

ROM 343バイト main.c モジュール内
RAM 2バイト main.c モジュール内

最大使用ユーザスタック 10バイト main 関数：7バイト
sfr_init 関数：3バイト
key_in関数：3バイト
power_control関数：3バイト

最大使用割り込みスタック 18バイト int_INT0関数：18バイト

表 3.3 使用RAMと定義

シンボル名 型 サイズ 内容

mode unsigned char 1バイト モード管理

s2_bit unsigned char 1バイト S2入力情報

P1_7

P4_5/INT0

R8C/25グループ

S2

S3
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4. 設定方法について
「3.　応用例の説明」を実現するための初期設定手順と設定値を示します。各レジスタの詳細は「R8C/25
グループハードウェアマニュアル」を参照願います。

4.1 ストップモード

図 4.1にモード移行手順を示します。

図 4.1 モード移行手順

システムクロック制御レジスタ1(CM1)の全クロック停止制御ビット (CM10)を「1：全クロック停止（ス
トップモード）」とすることにより全てのクロックが停止します。これによりストップモードへ移行しま
す。

INT0割り込み発生

高速クロックモード
（ ） 分周なしモード 

ストップモード
高速クロックモード
（ ） 8分周モード 

高速クロックモード
（ ） 分周なしモード 

cm10 = 1
全クロック停止

cm16 = 0
cm17 = 0
cm06 = 0
分周変更

システムクロック制御レジスタ1

X X X XX X X 1
b7 b0

CM1 【0007h 】番地 

CM10 全クロック停止制御ビット

（ ）全クロック停止 ストップモード 選択
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ストップモードからの復帰時は、高速クロックモード（8分周モード）になります。このため、次の手
順で高速クロックモード（分周なしモード）に移行します。

(1) システムクロック分周比選択ビット1(CM17、CM16)を「00：分周なしモード」にする

(2) システムクロック分周比選択ビット0(CM06)を「0：CM16、CM17有効」にする

システムクロック制御レジスタ1

0 X X X0 X X X
b7 b0

CM1 【0007h 】番地 

、CM17 CM16 システムクロック分周比選択ビット1

分周なしモード選択

システムクロック制御レジスタ0

X X X X0 X X X
b7 b0

CM0 【0006h 】番地 

CM06 システムクロック分周比選択ビット0

CM16、CM17有効選択
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4.2 INT0割り込み（ストップモードからの復帰）

ストップモードからの復帰には、S3押下による INT0割り込みを使用しています。ストップモードへの
移行前に INT0割り込みを許可しています。下記の設定で、INT0端子入力の立ち下がりエッジで割り込み
要求が発生します。

INT入力フィルタ選択レジスタ

X X X 0X X X 0
b7 b0

INTF 【00FAh 】番地 

、INT0F1 INT0F0 INT0入力フィルタ選択ビット

フィルタなし選択

外部入力許可レジスタ

X X X 0X X X 1
b7 b0

INTEN 【00F9h 】番地 

INT0EN INT0入力許可ビット

許可選択

INT0PL INT0入力極性選択ビット

片エッジ選択

INT0割り込み制御レジスタ

0 0 0 10 0 1 1
b7 b0

INT0IC 【005Dh 】番地 

ILVL2～ILVL0

レベル7選択

IR 割り込み要求ビット

割り込み要求なし選択

割り込み優先レベル選択ビット

POL 極性切り替えビット

立ち下がりエッジを選択

。使用しません “0 。”にしてください 
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5. フローチャート

5.1 メイン関数

asm(“FCLR I”)

prc0 ← 1

cm15 ← 1

システム制御レジスタプロテクト解除

main()

cm16 ← 0

割り込み禁止

prc0 ← 0

XIN-XOUT ：駆動能力選択 HIGH設定

発振安定待ち

：システムクロック分周比 分周なし

cm05 ← 0 XINクロック発振

i++

cm13 ← 1 XIN-XOUT端子

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

Yes

タイマRA　割り込み要求フラグクリア

cm17← 0

SFR初期設定処理(ポート初期設定・タイマRA設定）

ir_traic = 1 ?
No

タイマRA　要求待ち(10ms)

←traic   traic & 0xF7

SFR初期設定処理

sfr_init()

キー入力処理
キー入力処理

key_in()

繰り返し
(i <= 255)

XINクロック選択ocd2← 0

パワーコントロール処理
パワーコントロール処理

power_control()

asm(“FSET I”) 割り込み許可

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト
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5.2 SFR初期設定処理

5.2.1 SFR初期設定処理1

pd1 ← pd1 & 0x7F

sfr_init()

：P1_7 入力ポート設定

pd4 ← pd4 & 0xDF ：P4_5 入力ポート設定

tstart_tracr ← 0

trapre ← 250 - 1

：アンダフロー期間 10ms設定(20MHz×8×250×100 = 10ms)

tcstf_tracr = 0?

traic ← 0x00 タイマRA割り込み禁止

Yes

No

タイマRA動作停止

tstop_tracr ← 1 TRAPRE、 TRA 、レジスタ TRACRレジスタのTSTART、TCSTFビットを初期化

topcr_traioc ← 0

tedgsel_traioc ← 0 タイマモードでは“0 。”にします 

tra ← 100 - 1

toena_traioc ← 0 タイマモードでは“0 。”にします 

タイマモードでは“0 。”にします 

tmod0_tramr ← 0

tipf0_traioc ← 0 タイマモードでは“0 。”にします 

tmod1_tramr ← 0 タイマモードでは“000 。”にします 

tipf1_traioc ← 0 タイマモードでは“0 。”にします 

tmod2_tramr ← 0

1
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5.2.2 SFR初期設定処理2

return

1

tstart_tracr ← 1

tcstf_tracr = 1?

Yes

No

タイマRA動作開始

tck0_tramr ←   1

タイマRA ：カウントソース f8tck1_tramr ←   0

tckcut_tramr ← 0 カウントソース供給

tck2_tramr ←   0
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5.3 キー入力処理

key_in()

Yes

S2入力レベル確認
No

P1_7 = 0

(s2_bit & 0x07) = 0x07

Yes

No

←mode   1

return

S2入力レベル3回連続確認

ストップモードへ移行

s2_bit ← s2_bit << 1 入力データ保存領域確保

s2_bit ← s2_bit | 0x01 入力データ保存
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5.4 パワーコントロール処理

5.4.1 パワーコントロール処理1

power_control()

int0f0 ← 0

Yes

モード判定
No

mode = 1

INT0 ：入力フィルタ フィルタなし選択

asm(“FCLR I”) 割り込み禁止

int0f1 ← 0

1

int0pl ← 0 INT0 ：入力極性 片エッジ選択

int0en ← 1 INT0入力許可選択

int0ic ← 0x07 INT0 ：割り込み優先レベル レベル7

INT0 ：割り込み要求 なし

INT0 ：極性切り替え 立ち下がりエッジを選択

asm(“FSET I”) 割り込み許可

prc0 ← 1 システム制御レジスタプロテクト解除

cm10 ← 1 全クロック停止

asm(“jmp ?+”) 命令キューバッファのクリア

asm(“?:”)

asm(“nop”)

asm(“nop”)

asm(“nop”)

asm(“nop”)

return

プログラム停止

ストップモード

ストップモード
前処理
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5.4.2 パワーコントロール処理2

return

1

asm(“FCLR I”) 割り込み禁止

int0ic ← 0x00 INT0 ：割り込み優先レベル 割り込み禁止

INT0 ：割り込み要求 なし

asm(“nop”)

asm(“nop”)

asm(“FSET I”) 割り込み許可

tstart_tracr ← 0

tcstf_tracr = 0?

Yes

No

タイマRA動作停止

prc0 ← 1 システム制御レジスタプロテクト解除

cm16 ← 0

：システムクロック分周比 分周なし

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

cm17← 0

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト

tstart_tracr ← 1

tcstf_tracr = 1?

Yes

No

タイマRA動作開始

mode ← 0 標準動作モードへ移行

ストップモード
からの復帰

int0en ← 0 INT0入力禁止選択
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5.5 INT0割り込み処理

int_INT0()

return

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト
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6. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

7. 参考ドキュメント
ハードウェアマニュアル

R8C/25グループハードウェアマニュアル
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルニュース／テクニカルアップデート
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ
http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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改訂記録 R8C/25Cグループ
パワーコントロール

Rev. 発行日 改訂内容

ページ ポイント

1.00 2007.01.31  初版発行

1.01 2007.03.30  誤記修正

1.02 2010.11.30 11 処理手順変更

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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